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23 安吾とポー

一
　
は
じ
め
に
─
─
フ
ァ
ル
ス
と
ミ
ス
テ
リ

　

坂
口
安
吾
は
、「FARCE

に
就
て
」（『
青
い
馬
』
一
九
三
二
年
三
月
）

の
な
か
で
、
西
洋
に
お
い
て
「
フ
ァ
ル
ス
全
体
の
構
成
が
甚
し
く
ロ
ヂ
カ

ル
に
な
つ
て
き
た
」
と
言
い
、
そ
の
例
と
し
て
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・

ポ
ー
の
三
作
品
「N

マ

マ

osologie, X

マ

ing p

マ

aragraph, Bon-Bon

」
を
挙
げ

て
い
る
。
ま
た
、「
二
十
七
歳
」（『
新
潮
』
一
九
四
七
年
三
月
）
で
は
、

「
風
博
士
」（『
青
い
馬
』
一
九
三
一
年
六
月
）
は
、「X

マ

ing p

マ

aragraph

と
かB

マ

on B

マ

on

な
ど
と
い
ふ
馬
鹿
バ
ナ
シ
」
に
刺
激
さ
れ
て
書
い
た
と

い
う
。「
風
博
士
」
を
は
じ
め
、「
群
集
の
人
」（『
若
草
』
一
九
三
二
年
四

月
）、
新
資
料
「
盗
ま
れ
た
一
萬
圓
」（『
東
京
週
報
』
一
九
三
三
年
一
〇

月
一
五
日
）
な
ど
の
安
吾
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
か
ら
見
出
さ
れ
る
、
パ
ロ

デ
ィ
性
・
表
層
性
・
分
身
関
係
と
い
っ
た
ポ
ー
作
品
と
も
共
通
す
る
視
座

か
ら
、
両
者
の
ミ
ス
テ
リ
の
特
質
を
考
え
た
い
。

　

安
吾
と
ポ
ー
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
八
木
敏
雄
が
、
両
者
の
パ
ロ

デ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
八
木
の
言
う
「
パ
ロ

デ
ィ
ス
ト
と
は
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
と
文
化
の
諸
コ
ー
ド
か
ら
の
数
多
い

引
用
・
模
倣
・
言
及
と
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
新

し
い
テ
キ
ス
ト
を
創
る
者
と
い
う
意
味
」１
で
あ
る
。
本
稿
の
趣
旨
に
引

き
つ
け
る
な
ら
、
パ
ロ
デ
ィ
と
い
う
方
法
は
、
先
行
テ
ク
ス
ト
を
批
評
的

に
模
倣
し
、
先
行
テ
ク
ス
ト
と
分
身
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
同
一
性
の
反
復
で
は
な
く
、
差
異
を
孕
ん
だ
反
復
と
な
る
。
模
倣

安
吾
と
ポ
ー

�

─
〈
ロ
ヂ
カ
ル
〉
な
〈
フ
ァ
ル
ス
〉
と
し
て
の
ミ
ス
テ
リ

押
野　

武
志
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と
し
て
の
パ
ロ
デ
ィ
を
ミ
ス
テ
リ
内
部
の
構
造
か
ら
捉
え
返
す
な
ら
、

〈
模
倣
さ
れ
る
者
＝
犯
人
〉
と
〈
模
倣
す
る
者
＝
探
偵
〉
と
の
対
立
や
葛

藤
の
ド
ラ
マ
と
も
な
り
う
る
。
探
偵
も
ま
た
、
犯
人
の
分
身
で
も
あ
る
か

ら
だ
。

　

法
月
綸
太
郎

２
は
、
安
吾
ミ
ス
テ
リ
と
フ
ァ
ル
ス
の
方
法
論
と
の
共
通

性
を
『
不
連
続
殺
人
事
件
』（『
日
本
小
説
』
一
九
四
七
年
八
月
～
四
八
年

八
月
）
を
中
心
に
論
じ
た
が
、
安
吾
そ
し
て
ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
に
お

け
る
、
意
味
の
重
さ
を
欠
い
た
ナ
ン
セ
ン
ス
な
記
号
の
表
層
性
へ
の
注
視

は
、
そ
も
そ
も
探
偵
的
な
思
考
と
親
和
性
が
あ
る
。
よ
り
深
い
隠
さ
れ
た

意
味
を
探
そ
う
と
し
て
失
敗
す
る
警
察
と
は
対
照
的
に
、
名
探
偵
は
、
周

辺
的
で
無
意
味
に
も
見
え
る
細
部
か
ら
真
相
に
到
達
す
る
。
人
間
的
な
意

識
や
動
機
は
決
定
的
で
は
な
く
、
犯
人
の
無
意
識
を
発
見
す
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
探
偵
（
デ
ュ
パ
ン
は
、
フ

ロ
イ
ト
以
前
の
探
偵
で
は
あ
る
が
）
は
、
精
神
分
析
家
で
も
あ
る

３
。

　

戦
後
、
本
格
ミ
ス
テ
リ
に
着
手
す
る
以
前
の
安
吾
が
嗅
ぎ
取
っ
た　

ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
に
内
在
す
る
ミ
ス
テ
リ
的
要
素
を
導
き
の
糸
に
、

安
吾
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
を
ミ
ス
テ
リ
と
し
て
読
み
直
し
て
み
た
い
。

二
　�

ポ
ー
に
お
け
る
幻
想
小
説
と
ミ
ス
テ
リ
の
隣
接
性
／
「
二
重
人

格
者
」
と
し
て
の
ポ
ー

　

一
九
八
〇
年
代
の
新
本
格
ミ
ス
テ
リ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
牽
引
し
た
島

田
荘
司
は
、
自
身
の
ミ
ス
テ
リ
観
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

ポ
ー
が
、
幻
想
小
説
の
幹
か
ら
ミ
ス
テ
リ
ー
を
枝
分
か
れ
さ
せ

た
創
始
者
で
あ
る
こ
と
に
は
、
異
論
は
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
「
幻
想
味
」
と
「
論
理
性
」、
こ
れ
は
、
先
人
の
言
葉
を
借
り
て

「
詩
美
性
」
と
「
科
学
性
」
と
呼
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。

ま
っ
た
く
相
反
す
る
二
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
織
り
な
す
、
え
も
い

わ
れ
ぬ
危
う
さ
、
犯
人
が
及
ぶ
限
り
の
力
で
構
築
し
た
犯
罪
計
画

の
、
あ
る
い
は
構
築
の
途
上
不
測
の
事
態
に
よ
っ
て
発
生
し
た
、

そ
の
ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う
な
は
か
な
い
輝
き
と
、
そ
し
て
続
く
、

探
偵
に
よ
る
崩
壊
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
を
、
読
者
は
楽
し
む
の
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
」
の
作
家
は
、
完
全
な
二
重

0

0

人
格
者

0

0

0

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
初
段
階
で
は
、
非
日
常
的
な
狂

気
の
詩
人
の
セ
ン
ス
で
、
美
し
く
も
奇
怪
な
城
を
築
き
あ
げ
、
次

の
瞬
間
に
は
こ
れ
を
い
っ
さ
い
忘
却
し
た
日
常
人
に
と
舞
い
戻
り
、
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造
っ
た
城
を
あ
る
種
の
諧
謔
性
と
と
も
に
、
芝
居
が
か
っ
て
崩
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
中
略
）

　
「
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
」
と
は
、
ポ
ー
、
ド
イ
ル
、
カ
ー
な
ど
に
見

ら
れ
た
原
点
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
も
の
を
さ
す
。

　

こ
れ
を
形
式
条
件
、
あ
る
い
は
数
学
的
定
義
に
似
せ
て
語
る
な

ら
、「
幻
想
的
で
、
魅
力
あ
る
謎
を
冒
頭
付
近
に
有
し
、
さ
ら
に
こ

れ
の
解
明
の
た
め
の
、
高
度
な
論
理
性
を
有
す
（
形
式
）
の
小
説
」

と
な
る
。

　

あ
る
い
は
も
っ
と
短
く
、「
幻
想
的
な
謎
と
、
高
度
な
論
理
性
の

二
つ
を
有
す
る
（
形
式
の
）
小
説
」
と
言
っ
て
も
い
い

４
。

　

島
田
に
よ
る
本
格
ミ
ス
テ
リ
の
定
義
は
、
ポ
ー
が
幻
想
小
説
家
で
あ
る

と
同
時
に
ミ
ス
テ
リ
作
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、「
幻
想
的
で
、

魅
力
あ
る
謎
を
冒
頭
付
近
に
有
し
、
さ
ら
に
こ
れ
の
解
明
の
た
め
の
、
高

度
な
論
理
性
を
有
す
（
形
式
の
）
小
説
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
島
田
の

実
作
お
よ
び
「
新
本
格
」
派
の
作
品
の
多
く
は
、
そ
れ
を
実
践
し
た
も
の

と
み
な
し
う
る
。

　

ま
た
、
島
田
は
そ
の
定
義
に
関
連
さ
せ
て
、「「
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
」
の

作
家
は
、
完
全
な
二
重
人
格
者

0

0

0

0

0

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
幻
想
性
と

論
理
性
を
有
す
る
本
格
ミ
ス
テ
リ
作
家
の
二
面
性
を
「
二
重
人
格
者
」
に

喩
え
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
ポ
ー
の
作
品
を
踏
ま
え
て
の
喩
え
な
の
か
は
不

明
な
が
ら
、
確
か
に
的
を
射
た
喩
え
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ポ
ー

の
幻
想
小
説
に
は
、
ま
さ
し
く
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」

（W
illiam

 W
ilson, 1839

）
の
よ
う
な
二
重
人
格
者
が
登
場
す
る
。
ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
ポ
ー
の
探
偵
小
説
に
お
け
る
、
犯
人
と
探
偵
と
の
分

身
的
な
関
係
も
「
二
重
人
格
」
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。「
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
も
探
偵
な
き
探
偵
小
説
と
見
な
せ
ば
、
分
身
を
殺
害

す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、〈
犯
人
＝
被
害
者
〉
と
い
う
二
重
性
を
帯
び
て
い

る
。

　

ポ
ー
に
お
け
る
幻
想
小
説
（
あ
る
い
は
フ
ァ
ル
ス
小
説
）
と
探
偵
小
説

の
隣
接
性
は
、
二
重
人
格
・
分
身
と
い
っ
た
観
点
か
ら
指
摘
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、〈
ロ
ヂ
カ
ル
〉
な
〈
フ
ァ
ル
ス
〉
と
安
吾

が
評
し
た
ポ
ー
の
三
作
品
（
邦
題
：「
名
士
の
群
れ
」「
Ｘ
だ
ら
け
の
社

説
」「
ボ
ン
ボ
ン
」）
の
い
ず
れ
も
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
二
重
人
格

的
な
分
裂
や
対
立
の
モ
チ
ー
フ
を
内
包
し
て
い
る
。

三
　�

ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス
小
説
─
─
「
名
士
の
群
れ
」「
Ｘ
だ
ら
け
の
社

説
」「
ボ
ン
ボ
ン
」

・「
名
士
の
群
れ
」（Lionizing, 1835

）
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失
意
の
う
ち
に
、
久
し
ぶ
り
に
実
家
に
帰
っ
た
息
子
を
迎
え
た
父
親
は
、

息
子
に
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。

　
「
わ
が
子
よ
」
と
、
父
は
い
っ
た
。「
こ
れ
も
ま
た
、
鼻
理
学
の

勉
強
だ
。
お
前
が
選
挙
侯
の
鼻
を
射
っ
た
の
は
、
的
外
れ
の
行
き

す
ぎ
と
い
う
も
の
だ
。
お
前
の
鼻
が
立
派
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
も

う
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
今
度
は
、
ブ
ル
デ
ン
ヌ
フ
に
鼻
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、
お
前
は
没
落
し
、
彼
が
時
代
の

英
雄
に
な
っ
た
の
だ
。
い
い
か
─
─
こ
の
た
わ
ご
と
町
で
は
だ
な
、

名
士
の
偉
さ
は
彼
の
鼻
の
高
さ
に
比
例
す
る
─
─
し
か
し
だ
な
、

せ
が
れ
、
全
然
鼻
を
も
た
な
い
名
士
に
か
な
う
者
は
い
な
い
の
だ

よ
」（
野
崎
孝
訳
）

　

鼻
の
な
い
名
士
（
ラ
イ
オ
ン
）
は
、
大
き
な
鼻
を
持
つ
名
士
（
ラ
イ
オ

ン
）
よ
り
も
注
目
に
値
す
る
と
い
う
父
の
説
明
は
、
探
偵
に
求
め
ら
れ
る

能
力
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
鼻
が
な
い
と
い
う
不
在
そ
の

も
の
が
、
む
し
ろ
、
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う
発
想
の

転
換
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
デ
ュ
パ
ン
の
推
理
法
と
意
外
に
近
い
。

デ
ュ
パ
ン
も
ま
た
、
証
拠
の
不
在
そ
の
も
の
を
、
痕
跡
と
と
ら
え
、
真
相

に
近
づ
く
の
だ
。

　
「Nosologie

」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
疾
病
分
類
学
」
と
い
っ
た
意

味
で
あ
る
。
安
吾
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語

訳
版
を
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
な
ポ
ー
の
作
品
名
で
は
な
い
。
原

文
に
「Nosology
」
と
い
う
単
語
が
出
て
く
る
が
、
邦
訳
は
「
名
士
の

群
れ
」
で
、
原
題
「Lionizing

」
を
直
訳
す
れ
ば
、「
ラ
イ
オ
ン
化
」

（
英
雄
化
）
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
。

　
「
た
わ
ご
と
町
」
出
身
の
語
り
手
の
「
私
」（
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
）
は
、
立
派
な
鼻
の
持
ち
主
で
、
子
供
の
頃
か
ら
「
鼻
理
学
」

（Nosology

─
─
原
文
）
を
マ
ス
タ
ー
し
た
。
父
親
に
自
分
の
鼻
の
向
く

ま
ま
に
後
を
つ
い
て
行
く
よ
う
に
と
励
ま
さ
れ
、「
私
」
は
こ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
論
文
を
書
き
、
そ
れ
が
「
私
」
を
有
名
人
の
地
位
に
押
し
上
げ

た
。

　
「
私
」
は
鼻
の
ス
ケ
ッ
チ
代
と
し
て
画
家
に
千
ポ
ン
ド
で
売
っ
た
り
、

皇
太
子
か
ら
様
々
な
「
ラ
イ
オ
ン
」（
一
九
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
世
俗

的
な
名
士
の
意
）
と
呼
ば
れ
た
知
識
人
が
出
席
す
る
夕
食
会
に
招
待
さ
れ

た
り
し
た
。
彼
の
名
声
は
、
最
高
潮
に
達
す
る
が
、
彼
を
快
く
思
っ
て
い

な
い
ブ
ル
ン
デ
ン
ヌ
フ
選
挙
侯
と
の
決
闘
で
相
手
の
鼻
を
切
り
落
と
し
た

こ
と
で
、
彼
の
社
会
的
没
落
を
招
く
。
鼻
が
見
事
で
名
士
た
り
得
た
語
り

手
「
私
」
と
鼻
を
切
り
落
と
さ
れ
た
ラ
イ
バ
ル
の
ブ
ル
ン
デ
ン
ヌ
フ
選
挙

侯
が
、
分
身
的
な
対
立
関
係
に
あ
り
、
か
つ
両
者
の
優
劣
が
反
転
す
る
と

い
う
、
一
種
の
ナ
ン
セ
ン
ス
・
ユ
ー
モ
ア
小
説
で
あ
る
。
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・「
Ｘ
だ
ら
け
の
社
説
」（X-ing a Paragrab, 1849

）

　

東
方
か
ら
や
っ
て
来
た
爆
弾
炸
太
郎
氏
が
、「
薬
罐
新
報
社
」
を
設
立

し
て
、
地
元
の
ス
ミ
ス
氏
が
経
営
す
る
「
ア
レ
キ
新
聞
」
を
酷
評
す
る
社

説
を
掲
載
し
て
、
街
を
二
分
す
る
大
論
争
を
巻
き
起
こ
す
。
両
者
の
度
重

な
る
批
判
合
戦
の
さ
な
か
、「
Ｏ
」（
訳
語
：「
う
」）
の
活
字
が
「
薬
罐
新

報
社
」
の
印
刷
工
場
か
ら
、
す
べ
て
強
奪
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。

植
字
工
の
少
年
ボ
ブ
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
印
刷
で
き
な
い
た
め
、「
Ｏ
」

の
字
に
「
Ｘ
」
の
字
を
当
て
は
め
る
。
活
字
ケ
ー
ス
の
中
で
一
番
余
っ
て

い
た
の
が
「
Ｘ
」
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
Ｘ
だ
ら
け
の
社
説
で
、
意
味
不
明
の
文
章

に
、
次
の
よ
う
に
街
の
人
び
と
の
憶
測
が
飛
び
交
う
。

　

こ
の
摩
訶
不
思
議
な
社
説
が
出
る
と
、
人
々
は
喧
々
ご
う
ご
う
、

ち
ょ
っ
と
想
像
も
及
ば
ぬ
騒
ぎ
が
お
っ
ぱ
じ
ま
っ
た
。
ま
っ
先
に
、

人
々
は
、
こ
の
迷
文
に
は
、
何
か
極
悪
非
道
な
魂
胆
が
ひ
め
ら
れ

て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
た
。

　
　
　
（
中
略
）

　

あ
る
紳
士
は
、
こ
れ
は
卓
バ
ツ
き
わ
ま
る
い
た
ず
ら
で
あ
る
と

考
え
た
。

　

ま
た
あ
る
紳
士
は
、
爆
弾
氏
の
バ
ツ
群
の
想
像
力
を
示
し
た
も

の
に
他
な
ら
ぬ
、
と
い
っ
た
。

　

第
三
の
紳
士
は
、
氏
の
こ
と
を
奇
人
の
雄
と
し
て
バ
ッ
擢
し
て

も
い
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
と
思
う
と
い
っ
た
。

　

第
四
の
男
は
、
要
す
る
に
、
相
手
を
厳
バ
ツ
に
処
し
て
や
り
た

い
自
分
の
気
持
を
、
あ
あ
い
う
一
般
的
な
形
で
、
バ
ッ
と
吐
き
出

し
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
ぬ
、
と
い
う
。

「
い
や
、
む
し
ろ
、
後
世
に
対
し
て
言
い
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
気

持
の
、
あ
れ
は
、
バ
ッ
萃
で
は
な
い
か
」
と
、
第
五
の
男
が
い
っ

た
。

　
　
　
（
中
略
）

町
の
数
学
者
ま
で
が
、
こマう
いマは
難
問
で
は
歯
が
立
た
ぬ
と
兜
を

ぬ
い
だ
。
周
知
の
よ
う
に
、
Ｘ
は
未
知
数
で
あ
る
け
れ
ど
、
今
度

の
問
題
に
は
、
Ｘ
が
無
数
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
未
知
数

で
は
な
く
無
知
数
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。（
野
崎
孝
訳
）

　

植
字
工
の
少
年
が
、「
Ｏ
」
の
活
字
が
な
い
た
め
、
や
む
な
く
「
Ｘ
」

の
活
字
を
機
械
的
に
代
用
し
た
文
章
に
深
い
意
図
な
ど
な
い
の
だ
が
、
そ

の
社
説
を
読
ん
だ
読
者
た
ち
は
、
意
味
と
い
う
病
に
取
り
憑
か
れ
た
か
の

よ
う
に
、
謎
を
見
出
し
、
真
相
を
探
ろ
う
と
す
る
。
深
遠
な
意
味
が
あ
る

よ
う
で
い
て
、
実
は
何
も
意
味
し
て
い
な
い
。
Ｘ
だ
ら
け
の
社
説
は
、
い

わ
ば
、
ナ
ン
セ
ン
ス
詩
と
い
え
る
。
こ
の
読
者
た
ち
は
、
多
分
に
言
葉
遊
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び
で
応
答
し
て
い
る
も
の
の
、
手
が
か
り
を
誤
読
し
た
り
、
手
が
か
り
で

も
な
い
も
の
を
手
が
か
り
と
思
い
込
ん
だ
り
す
る
、
ミ
ス
テ
リ
で
は
お
な

じ
み
の
あ
の
ぼ
ん
く
ら
な
警
官
た
ち
に
似
て
い
る
。

・「
ボ
ン
ボ
ン
」（Bon-Bon, 1832

）

　

同
音
の
反
復
で
あ
る
タ
イ
ト
ル
自
体
に
、
既
に
二
重
性
や
分
身
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ン
ボ
ン
は
一
流
の
料
理
店
主
と
当
代
一

の
哲
学
者
と
い
う
二
つ
の
顔
を
持
つ
。
あ
る
夜
、
悪
魔
が
訪
れ
、
二
人
は

ワ
イ
ン
を
何
本
も
飲
み
な
が
ら
、
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
の

古
典
哲
学
者
を
風
刺
す
る
対
話
を
繰
り
広
げ
る
。
悪
魔
は
、
自
分
が
食
べ

た
有
名
な
哲
学
者
の
魂
の
長
い
リ
ス
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
の
評
価
を
挙

げ
る
。
ボ
ン
ボ
ン
は
、
自
分
の
魂
が
シ
チ
ュ
ー
や
ス
フ
レ
に
ふ
さ
わ
し
い

と
提
供
を
申
し
出
る
も
、
魂
の
取
引
は
不
成
立
に
終
わ
る
。

「
ぼ
く
の
魂
は
─
─
ヒ
ッ
ク
！
─
─
特
別
上
等
の
─
─
ヒ
ッ
ク
！
─

─
上
等
の
─
─
」

「
何
だ
ね
？
」

「
シ
チ
ュ
ー
に
な
る
」

「
は
？
」

「
ス
フ
レ
に
な
る
」

「
え
？
」

「
フ
リ
カ
ッ
セ
に
な
る
」

「
お
や
お
や
！
」

「
ラ
グ
ー
に
も
フ
リ
カ
ン
ド
ゥ
ー
に
も
な
る
─
─
だ
か
ら
、
ど
う
だ

ね
、
ひ
と
つ
、
そ
れ
と
君
と
─
─
ヒ
ッ
ク
！
─
─
取
引
き
し
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
哲
学
者
が
こ
こ
で
悪
魔
閣
下
の
背
中
を
た
た

い
た
。

「
お
こ
と
わ
り
だ
ね
」
と
悪
魔
は
静
か
に
答
え
な
が
ら
椅
子
か
ら
腰

を
あ
げ
た
。
哲
学
者
は
き
ょ
と
ん
と
そ
の
顔
を
見
て
い
た
。

「
今
の
と
こ
ろ
ま
に
あ
っ
て
る
ん
だ
」
と
悪
魔
閣
下
は
言
っ
た
。

「
ヒ
ッ
ク
─
─
え
え
？
」
と
哲
学
者
は
言
っ
た
。

「
支
払
い
の
金
も
な
い
し
ね
」

「
な
ん
だ
っ
て
？
」

「
そ
れ
に
、
ぼ
く
と
し
て
も
公
明
正
大
に
や
り
た
い
」

「
へ
え
？
」

「
相
手
の
弱
味
に
つ
け
こ
ん
で
─
─
」

「
ヒ
ッ
ク
！
」

「
み
っ
と
も
な
い
酔
っ
ぱ
ら
い
の
魂
を
く
す
ね
て
み
て
も
仕
方
が
な

い
よ
」

　

こ
う
言
っ
て
客
は
お
じ
き
を
し
て
姿
を
け
し
た
─
─
ど
ん
な
風
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に
消
え
た
の
か
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
─
─
が
、
す
か
さ
ず
こ
の

「
い
か
さ
ま
野
郎
」
に
酒
瓶
を
ぶ
っ
つ
け
て
や
ろ
う
と
し
た
は
ず
み

に
天
井
か
ら
さ
が
て
い
る
細
い
鎖
が
切
れ
、
哲
学
者
は
落
下
し
た

ラ
ン
プ
の
下
敷
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
永
川
玲
二
訳
）

　

ボ
ン
ボ
ン
と
悪
魔
と
の
対
決
は
、「
木
枯
の
酒
倉
か
ら
」（『
言
葉
』
一

九
三
一
年
一
月
）
の
酔
漢
の
「
俺
」（
語
り
手
「
僕
」
と
瓜
二
つ
）
と

瑜ヨ

ー伽
行ギ

ン者
（「
俺
」
の
分
身
）
と
の
論
戦
や
蛸
博
士
と
風
博
士
の
対
決
を

髣
髴
と
さ
せ
、
最
後
に
一
瞬
の
う
ち
に
消
え
た
悪
魔
は
、
風
博
士
の
最
後

と
重
な
る
。

　

ボ
ン
ボ
ン
の
〈
食
＝
味
覚
・
感
性
〉
と
〈
書
物
＝
思
想
・
理
性
〉
と
の

対
比
を
は
じ
め
、
悪
魔
と
の
対
話
を
通
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
、
観
念
的
と
経
験
的
、
ギ
リ
シ
ャ
的
と
ロ
ー
マ
的
、
神
学
的
と
悪
魔

的
、
天
上
的
と
地
上
的
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
二
項
対
立
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、「
名
士
の
群
れ
」
の
鼻
が
立
派
な
「
私
」
と
鼻
の
な
い
ブ

ル
ン
デ
ン
ヌ
フ
選
挙
侯
、「
Ｘ
だ
ら
け
の
社
説
」
の
他
所
か
ら
来
た
爆
弾

炸
太
郎
氏
と
地
元
の
ス
ミ
ス
氏
、「
ボ
ン
ボ
ン
」
の
料
理
店
主
で
哲
学
者

の
ボ
ン
ボ
ン
と
悪
魔
と
い
う
よ
う
に
、
安
吾
が
挙
げ
た
ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス

作
品
は
、
ど
れ
も
対
立
す
る
二
者
関
係
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
。

　

次
に
、
こ
う
し
た
ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
の
特
質
と
、
ポ
ー
の
ミ
ス
テ

リ
作
品
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

四
　�「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
の
〈
二
人
の
デ
ュ
パ
ン
〉
と
〈
デ
モ
ク
リ

ス
ト
の
井
戸
〉
の
否
定

　

周
知
の
通
り
、
世
界
初
の
探
偵
小
説
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」（The 

M
urders in the Rue M

orgue, 1841

）
は
、
そ
の
後
の
探
偵
小
説
の

ジ
ャ
ン
ル
の
型
を
作
っ
た
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
デ
ュ
パ
ン
と
一
人
称
の
語

り
手
が
、
鍵
の
か
か
っ
た
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
で
惨
殺
さ
れ
た
母
娘
の
事
件

に
乗
り
出
す
。
奇
矯
な
性
格
の
名
探
偵
と
助
手
、
ず
さ
ん
な
警
察
の
捜
査

と
間
違
っ
た
容
疑
者
、
密
室
殺
人
、
手
が
か
り
の
分
析
に
よ
る
推
理
、
読

者
の
意
表
を
つ
い
た
意
外
な
犯
人
な
ど
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。

　
「
ぼ
く
は
よ
く
二
重
霊
魂
と
い
う
古
い
哲
学
に
つ
い
て
考
え
に
耽
り
、

二
人
の
デ
ュ
パ
ン
（Double Dupin

─
─
原
文
）
─
─
創
造
的
な
彼
と

分
析
的
な
彼
─
─
と
い
う
空
想
に
興
が
の
っ
た
の
で
あ
る
」（
丸
谷
才
一

訳
）
と
語
り
手
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
名
探
偵
デ
ュ
パ
ン
自
身
が
、
創

造
力
と
分
析
力
を
備
え
た
二
重
性
を
帯
び
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
デ
ュ
パ
ン
の
推
理
法
は
、「
真
理
は
か
な
ら
ず
し
も
、
井
戸

の
底
に
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
に
、
真
理
よ
り
も
も
っ
と
大
切
な
知

識
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
い
つ
は
常
に
表
面
的
な
も
の
だ
と
ぼ
く
は

信
じ
る
な
。
深
さ
が
あ
る
の
は
、
ぼ
く
た
ち
が
真
理
と
か
知
識
と
か
を
探
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す
谷
間
の
ほ
う
な
ん
で
、
そ
れ
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
山
頂
に
は
、

深
さ
な
ん
て
な
い
」（
丸
谷
才
一
訳
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
井
戸
の
比

喩
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
由
来
す
る
〈
デ
モ
ク

リ
ス
ト
の
井
戸
〉
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
原
子
論

を
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
原
子
論
は
、
物
質

の
根
源
は
目
に
見
え
な
い
原
子
で
あ
り
、
無
限
の
空
虚
の
中
で
運
動
し
、

結
合
・
分
離
す
る
こ
と
で
様
々
な
現
象
を
生
み
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
「
真
実
は
知
り
得
な
い
。
真
実
は
井
戸
の
底
に
（
深
淵

の
な
か
に
）
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
と
さ
れ
、
こ
の

言
葉
が
〈
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
井
戸
〉
と
い
う
表
現
の
由
来
と
な
っ
て
い

る
５
。

　

こ
の
言
葉
は
、
真
実
の
探
求
の
難
し
さ
や
、
深
淵
を
覗
き
込
む
よ
う
な

探
求
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
デ
ュ
パ
ン
は
、

真
実
は
、「
井
戸
の
底
」
に
は
な
く
、「
表
面
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
思
考
法
は
、「
盗
ま
れ
た
手
紙
」（The Purloined Letter, 1845
）

と
同
型
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
に
お
け
る
殺
人
事
件
は
、
オ
ラ
ウ
ー
タ
ン
に
よ

る
動
機
な
き
殺
人
事
件
で
あ
っ
た
。
本
作
に
お
い
て
は
、
フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
、

ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
は
解
決
し
た
が
、
ワ
イ
ダ
ニ
ッ
ト
は
不
問
と
な
る
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
こ
の
殺
人
事
件
は
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
殺
人
な
の
だ

６
。

　

野
口
啓
子
は
、「
動
機
の
解
明
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
殺
人
行
為
に

意
味
と
整
合
性
を
与
え
、
行
為
の
異
常
性
を
理
解
可
能
な
レ
ベ
ル
に
引
き

さ
げ
て
手
な
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
デ
ュ
パ
ン
の
分
析
も
、
そ
れ
ゆ

え
、
犯
行
の
意
味
内
容
よ
り
も
、
犯
行
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
が
お
か
れ

る
」７
と
述
べ
る
。

　

デ
ュ
パ
ン
の
犯
行
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
を
置
く
と
い
う
表
層
的
推
理
法

（
動
機
の
社
会
性
を
重
視
す
る
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
）

に
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
否
定
性
の
思
考
法
も
挙
げ
ら
れ
る
。
密
室
の

殺
人
現
場
に
は
、
二
つ
の
窓
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
窓
枠
の
左
側
に
は
釘

が
打
ち
込
ま
れ
て
あ
り
、
窓
が
開
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
警
察
は
犯

人
は
こ
こ
か
ら
脱
出
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
思
い
込
み
、
窓
の
調
査
を
打

ち
切
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
て
デ
ュ
パ
ン
は
、「
で
も
、
窓
は
閉0

ま
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

。
と
す
れ
ば
、
自
動
的
に
閉
ま
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
に

相
違
な
い

0

0

0

0

」、「
そ
の
釘
は
ど
う
見
た
っ
て
、
も
う
一
つ
の
窓
の
釘
と
ま
っ

た
く
同
じ
外
観
で
し
た
よ
。
で
も
、
こ
ん
な
事
実
な
ん
て
（
決
定
的
に
見

え
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
）、
手
が
か
り
の
糸
は
こ
の
地
点
ま
で
伸
び
、

そ
し
て
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
考
え
に
く
ら
べ
れ
ば
、
物
の
数

じ
ゃ
な
か
っ
た
。『
こ
の
釘
が
何
か
変
な
の
に
ち
が
い
な
い

0

0

0

0

0

』」（
丸
谷
才

一
訳
）
と
推
理
し
、
一
方
の
窓
の
釘
が
折
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
異
常
が
な
い
（
よ
う
に
見
え
る
）
こ
と
が
、
証
拠
と
な

る
と
い
う
デ
ュ
パ
ン
の
推
理
は
、「
名
士
の
群
れ
」
の
鼻
が
な
い
と
い
う

欠
如
・
不
在
の
方
が
、
鼻
の
有
徴
性
よ
り
も
名
士
の
条
件
と
な
る
と
い
う
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思
考
と
相
通
じ
る
。
ど
ち
ら
も
、「
な
い
」
こ
と
と
「
あ
る
」
こ
と
の
評

価
や
価
値
観
が
反
転
す
る
。
た
だ
し
、
両
作
品
の
正
常
／
異
常
の
ベ
ク
ト

ル
は
逆
で
あ
る
。「
名
士
の
群
れ
」
で
は
、
鼻
が
な
い
と
い
う
異
常
性
が
、

鼻
が
あ
る
と
い
う
自
明
性
を
覆
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、
安
吾
作
品
の
フ
ァ
ル
ス
的
ミ
ス
テ
リ
の

特
質
を
見
て
い
こ
う
。

五
　
二
つ
の
「
群
集
の
人
」

　

ポ
ー
の
「
群
集
の
人
」（The M

an of the Crow
d, 1840

）
は
、
無

名
の
語
り
手
「
私
」
に
よ
る
、
ロ
ン
ド
ン
の
雑
踏
の
中
で
見
か
け
た
不
可

思
議
な
老
人
の
追
跡
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
狭
義
の
ミ
ス
テ
リ
で
は
な

い
も
の
の
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
こ
の
作
品
を
探
偵
小
説
が

ま
と
っ
て
い
る
「
探
偵
」
が
欠
落
し
、
追
跡
者
、
群
集
、
そ
し
て
無
数
の

被
害
者
と
い
う
骨
組
み
だ
け
が
残
っ
た
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
」８
の
よ
う

な
探
偵
小
説
と
評
し
た
。

　

同
名
の
安
吾
の
「
群
集
の
人
」
で
は
、
ポ
ー
の
「
群
集
の
人
」
の
追
跡

す
る
青
年
／
追
跡
さ
れ
る
老
人
と
い
う
関
係
が
反
転
し
て
い
る
。
定
年
を

迎
え
た
斑
猫
蕪
作
先
生
は
、
孤
独
と
雑
踏
の
街
を
愛
し
て
い
た
。
そ
し
て

あ
る
夜
、
不
思
議
な
青
年
に
目
を
と
め
て
、
そ
の
跡
を
つ
け
る
。
ポ
ー
の

「
群
集
の
人
」
の
語
り
手
は
、
最
後
に
老
人
の
追
跡
を
断
念
す
る
の
だ
が
、

斑
猫
蕪
作
先
生
の
方
は
、
追
跡
し
た
青
年
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

ア
パ
ー
ト
に
帰
宅
し
て
み
る
と
、
自
分
の
ベ
ッ
ド
に
冷
た
く
な
っ
て
横
た

わ
る
、
も
う
一
人
の
自
分
（
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
）
に
遭
遇
す
る
。

　

安
吾
の
「
群
集
の
人
」
は
、
ポ
ー
の
「
群
集
の
人
」
を
反
転
さ
せ
た
パ

ロ
デ
ィ
で
あ
り
、
両
作
品
は
、
分
身
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
安

吾
の
「
群
集
の
人
」
そ
れ
自
体
が
、
分
身
（
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
）
小
説

で
あ
る
。

六
　�「
風
博
士
」
に
お
け
る
分
身
関
係
／
記
号
の
戯
れ
＝
表
層
性
／
探

偵
な
き
探
偵
小
説

　
「
風
博
士
」
の
研
究
史
を
紐
解
け
ば
、
風
博
士
、
蛸
博
士
、
語
り
手
の

「
僕
」
が
ど
の
よ
う
な
分
身
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
め
ぐ
る
解
釈
の
違
い

で
も
あ
っ
た
。

　

花
田
俊
典
は
、「
作
者
の
仕
掛
け
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
僕
」
と
は
、

蛸
博
士
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
」９
と
い
う
。

　

廣
瀬
晋
也
は
、「
蛸
博
士
は
風
博
士
の
分
身
で
あ
る
。（
中
略
）
風
博
士

は
風
博
士
と
し
て
消
え
、
屋
内
に
留
ま
っ
て
蛸
博
士
に
な
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
蛸
博
士
は
ス
ペ
イ
ン
風マ

マ

の
よ
う
に
悪
質
な
風
邪
に
「
犯
さ

れ
た
の
で
あ
る
。」
今
度
は
彼
が
、
風
邪
＝
風
＝
風
博
士
に
な
る
番
だ
」10

と
述
べ
る
。
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ま
た
、
本
海
晋
一
は
、「
ス
テ
フ
ァ
ー
ノ
・
タ
ー
ニ
に
な
ら
っ
て
「
反

─
探
偵
小
説
」
的
な
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
」11
と
い
う

の
だ
が
、「
風
博
士
」
は
、
風
博
士
の
死
の
謎
を
め
ぐ
る
、
探
偵
小
説
的

フ
ァ
ル
ス
で
あ
る
。

　

警
察
の
見
立
て
は
、
風
博
士
は
、
語
り
手
「
僕
」
と
共
謀
し
て
遺
書
を

捏
造
し
て
自
殺
を
装
い
、
蛸
博
士
の
名
誉
を
毀
損
し
よ
う
と
し
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　
「
風
博
士
の
遺
書
」
を
引
用
す
る
風
博
士
の
愛
弟
子
「
僕
」
の
語
り
の

構
造
は
、
夏
目
漱
石
『
こ
ゝ
ろ
』（
一
九
一
四
年
、
岩
波
書
店
）
の
先
生

の
遺
書
を
引
用
す
る
青
年
「
私
」
の
関
係
を
な
ぞ
り
、
風
博
士
も
先
生
も

最
後
は
死
体
を
残
さ
ず
消
え
る
。
廣
瀬
（
前
掲
論
文
）
も
、
本
作
の

「
僕
」
の
語
り
と
『
こ
ゝ
ろ
』
の
「
私
」
の
語
り
の
類
似
性
を
指
摘
し
、

風
博
士
と
先
生
の
遺
書
は
公
開
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

　

た
だ
し
、『
こ
ゝ
ろ
』
の
先
生
の
自
殺
の
重
み
に
対
し
て
、
風
博
士
は
、

〈
風
・
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
〉
と
い
う
記
号
表
現
の
表
層
性
に
お
い

て
消
失
す
る
の
で
あ
り
、『
こ
ゝ
ろ
』
の
パ
ロ
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
安
吾
は
漱
石
に
対
し
て
、
き
わ
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。

「
デ
カ
ダ
ン
文
学
論
」（『
新
潮
』
一
九
四
六
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、「
彼

の
大
概
の
小
説
の
人
物
は
家
庭
的
習
性
と
い
う
ふ
の
に
ギ
リ
〳
〵
の
と
こ

ろ
ま
で
追
ひ
つ
め
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
離
婚
し
よ
う
と
い
ふ
実
質
的

な
生
活
の
生
長
に
つ
い
て
考
へ
を
起
し
た
者
す
ら
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼

の
知
と
理
は
奇
妙
な
習
性
の
中
で
合
理
化
と
い
ふ
遊
戯
に
ふ
け
つ
て
ゐ
る

だ
け
で
、
真
実
の
人
間
、
自
我
の
探
究
と
い
ふ
も
の
は
行
は
れ
て
ゐ
な

い
」
と
言
う
。

七
　�「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
「
盗
ま
れ
た
一
萬

圓
」
／
信
頼
で
き
な
い
語
り
手

　
「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
で
は
、
殺
人
は
起
こ
ら
ず
、
Ｄ
大
臣
が
政
治
的
な

陰
謀
か
ら
、
王
宮
の
貴
婦
人
の
私
的
な
手
紙
を
盗
み
出
し
隠
匿
す
る
が
、

依
頼
を
受
け
た
警
察
が
い
く
ら
捜
索
し
て
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
う
事
件
を
デ
ュ
パ
ン
が
鮮
や
か
に
解
決
す
る
。
政
府
要
人
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
に
発
展
す
る
だ
ろ
う
重
要
な
手
紙
が
盗
ま
れ
、
犯
人
は
分
か
っ
て

い
る
が
見
つ
か
ら
な
い
。
デ
ュ
パ
ン
と
同
程
度
の
知
能
を
も
っ
た
敵
と
の

頭
脳
戦
は
、
名
探
偵
対
名
犯
人
の
原
型
で
あ
り
、
心
理
的
な
盲
点
を
つ
い

た
隠
し
場
所
、
機
知
を
き
か
せ
た
解
決
法
な
ど
、
後
の
ミ
ス
テ
リ
の
お
手

本
の
よ
う
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

本
作
に
お
け
る
デ
ュ
パ
ン
の
推
理
法
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
は
つ
ま
り
」
と
ぼ
く
は
言
っ
た
。「
推
理
者
の
側
の
知
性

と
相
手
の
知
性
を
一
致
さ
せ
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
話
さ
」

　
「
そ
う
だ
」
と
デ
ュ
パ
ン
は
言
っ
た
。
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（
中
略
）

　
「
君
の
話
を
ぼ
く
が
理
解
し
て
い
る
と
す
れ
ば
」
と
ぼ
く
は
言
っ

た
。「
推
理
者
の
知
性
を
相
手
の
知
性
と
一
致
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
、

相
手
の
知
性
を
推
し
量
る
と
き
の
正
確
さ
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け

だ
ね
」

　
「
実
用
的
な
価
値
と
い
う
点
で
は
、
た
し
か
に
そ
う
さ
」
と
デ
ュ

パ
ン
は
言
っ
た
。「
警
視
総
監
と
そ
の
一
党
が
あ
ん
な
に
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
失
敗
す
る
の
は
、
ま
ず
知
性
の
一
致
が
欠
如
し
て
い
る
せ

い
だ
し
、
更
に
言
え
ば
、
自
分
が
相
手
ど
っ
て
い
る
知
性
に
対
す

る
測
定
の
間
違
い
、
と
言
う
よ
り
も
む
し
ろ
測
定
の
欠
如
の
せ
い

な
ん
だ
。
あ
の
連
中
は
、
自
分
じ
し
ん
の
頭
の
よ
さ
し
か
考
え
な

い
。
だ
か
ら
、
隠
し
て
あ
る
も
の
を
探
す
と
き
だ
っ
て
、
自
分
た

ち
が
隠
す
ん
だ
っ
た
ら
こ
う
い
う
具
合
に
や
る
と
い
う
よ
う
な
隠

し
方
し
か
注
意
し
な
い
こ
と
に
な
る
。」12
（
丸
谷
才
一
訳
）

　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
は
、『
エ
ク
リ
』
Ⅰ
（
宮
本
忠
雄
他
訳
、
一
九
七

二
年
、
弘
文
堂
）
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た
「《
盗
ま
れ
た
手
紙
》
に
つ
い

て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
な
か
で
、
作
中
で
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
手
紙
が
盗

ま
れ
る
場
面
を
フ
ロ
イ
ト
の
「
反
復
強
迫
」
に
見
立
て
、
内
容
が
問
わ
れ

な
い
手
紙
を
浮
遊
す
る
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
捉
え
、
循
環
す
る
手
紙
の
物
語

を
主
体
に
対
す
る
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
支
配
を
示
す
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
読

ん
で
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
デ
ュ
パ
ン
が
犯
人
の
Ｄ
大
臣
を
文
字

通
り
模
倣
し
て
い
る
点
を
強
調
し
た
い
。
先
の
引
用
の
前
に
は
、
相
手
と

同
じ
顔
つ
き
を
す
る
と
相
手
の
思
考
や
感
情
が
分
か
る
と
い
う
く
だ
り
も

出
て
く
る
。

　
「
推
理
者
の
側
の
知
性
と
相
手
の
知
性
を
一
致
さ
せ
る
」
こ
と
に
お
い

て
、
探
偵
と
犯
人
は
、
鏡
像
関
係
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
探
偵
と
は
、
犯

人
の
知
的
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
に
な
る
こ
と
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

犯
人
と
探
偵
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
い
ず
れ
も
「
Ｄ
」
で
あ
り
、
そ
の
分
身

性
は
顕
在
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
Ｄ
」
は
も
ち
ろ
ん
、「Double

」
の

「
Ｄ
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
真
実
は
「
奥
」
に
は
な
い
。

　
「
盗
ま
れ
た
一
萬
圓
」
は
、
医
者
で
あ
る
「
私
」（
佐
分
）
が
、
往
診
す

る
島
浦
家
で
起
き
た
一
万
円
紛
失
事
件
の
顛
末
を
親
友
の
小
説
家
「
君
」

に
面
と
向
か
っ
て
語
る
と
い
う
、
上
演
的
な
ス
タ
イ
ル
の
短
編
で
あ
る
。

島
津
家
の
当
主
・
五
兵
衛
老
人
の
書
斎
に
あ
っ
た
一
万
円
が
盗
ま
れ
る
。

探
偵
役
の
「
私
」
が
犯
人
捜
し
に
乗
り
だ
す
。
書
斎
の
前
で
言
い
争
っ
て

い
た
五
兵
衛
老
人
の
妾
・
松
と
五
兵
衛
老
人
の
娘
・
幸
子
が
容
疑
者
と
し

て
浮
上
す
る
。
そ
ん
な
な
か
、
書
斎
の
小
筥
に
、
紛
失
し
た
は
ず
の
宝
石

が
戻
っ
て
い
た
と
い
う
事
件
も
発
生
す
る
。
さ
ら
に
松
は
、「
私
」
に
今

夜
の
う
ち
に
幸
子
に
結
婚
を
申
し
込
む
よ
う
に
と
言
い
つ
け
、
お
祝
い
の

贈
り
物
と
し
て
本
物
の
宝
石
を
手
渡
す
。
書
斎
に
戻
っ
た
の
は
偽
物
の
宝
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石
で
あ
っ
た
。
五
兵
衛
老
人
は
、
亡
妻
へ
贈
っ
た
宝
石
を
松
に
譲
ろ
う
と

し
て
い
た
。
幸
子
は
母
の
形
見
で
あ
る
そ
の
宝
石
を
所
望
し
て
い
た
。
五

兵
衛
老
人
の
好
意
を
無
駄
に
せ
ず
、
ま
た
幸
子
の
希
望
を
叶
え
て
あ
げ
る

た
め
に
、
松
と
幸
子
は
二
人
で
示
し
合
わ
せ
て
、
偽
物
の
宝
石
と
す
り
替

え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
顛
末
を
聞
い
た
小
説
家
は
、
幸
子
に
好
意
を
寄

せ
て
い
た
ら
し
く
、「
ま
あ
、
莫
迦
々
々
し
い
！　

止
さ
な
い
か
！
」
と

悔
し
が
る
。
一
万
円
紛
失
の
真
相
は
、
五
兵
衛
老
人
の
勘
違
い
で
あ
っ
た
。

お
金
は
盗
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
五
兵
衛
老
人
が
百
科
辞
典
に
札
束
を

挟
ん
で
い
た
こ
と
を
失
念
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

大
原
祐
治
は
、「
本
作
に
お
い
て
安
吾
は
、
探
偵
小
説
的
な
枠
組
み
を

提
示
し
な
が
ら
意
図
的
に
期
待
を
裏
切
り
、「
意ナ

ン味
無セ

ン
スし

」（「FARCE

に

就
て
」、『
青
い
馬
』
一
九
三
二
年
三
月
）
の
混
沌
の
な
か
に
読
者
を
投
げ

出
す
よ
う
な
実
験
（
悪
戯
？
）
を
行
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
」13
と

評
価
し
て
い
る
よ
う
に
、
探
偵
小
説
と
し
て
は
破
綻
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
だ
が
、「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
や
「
お
前
が
犯
人
だ
」（Thou Art 

the M
an, 1844

）
と
の
関
連
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
作
の
「
探
偵
小
説

的
な
枠
組
み
」、
あ
る
い
は
、「
群
集
の
人
」
を
評
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（
前

掲
論
文
）
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
探
偵
小
説
の
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
」
の

要
素
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
に
お
い
て
は
、
隠
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
手
紙

が
、
実
は
、
隠
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
だ

14
。
同
様
に
「
盗
ま

れ
た
一
萬
圓
」
も
盗
ま
れ
た
と
思
わ
れ
た
一
万
円
が
、
実
は
、
盗
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
の
パ
ロ
デ
ィ
と
い
え
る
。

ま
た
、「
盗
ま
れ
た
一
萬
圓
」
は
、
一
人
称
語
り
が
終
盤
に
三
人
称
に
変

化
し
、
小
説
と
し
て
は
語
り
の
一
貫
性
に
欠
け
る
わ
け
だ
が
、
医
者
と
小

説
家
に
よ
る
対
立
関
係
を
あ
え
て
浮
上
さ
せ
る
よ
う
な
語
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
私
」
は
語
り
手
兼
探
偵
役
と
し
て
中
立
的
に
振
る
舞
っ
て

い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
自
ら
も
一
連
の
事
件
の
当
事
者
で
あ
り
、
か

つ
聞
き
手
の
小
説
家
を
挑
発
し
、
嫉
妬
さ
せ
る
こ
と
目
論
む
。
聞
き
手
が

ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
の
か
を
窺
い
な
が
ら
、
聞
き
手
の
欲
望
を
操
作
す

る
「
私
」
は
、
策
士
的
な
語
り
手
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
「
私
」
の
よ
う

な
信
頼
で
き
な
い
語
り
の
方
法
は
、
ミ
ス
テ
リ
に
お
い
て
は
、
作
中
人
物

で
は
な
く
、
読
者
に
直
接
仕
掛
け
る
、
い
わ
ゆ
る
〈
叙
述
ト
リ
ッ
ク
〉
と

し
て
利
用
さ
れ
る
。

　

ポ
ー
が
書
い
た
探
偵
小
説
は
、「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」、「
マ
リ
ー
・
ロ

ジ
ェ
の
秘
密
」（The M

ystery of M
arie Rogêt, 1842

）、「
盗
ま
れ
た

手
紙
」
の
三
編
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
デ
ュ
パ
ン
も
の
、
そ
れ
に
周
辺
作
品

の
「
黄
金
虫
」（The Gold-Bug, 1843

）
と
「
お
前
が
犯
人
だ
」
の
五

編
で
あ
る
。

　
「
お
前
が
犯
人
だ
」
は
、
田
舎
町
の
富
豪
の
殺
人
事
件
を
め
ぐ
る
。
被

害
者
の
友
人
が
捜
査
に
乗
り
出
す
。
数
々
の
証
拠
は
、
甥
が
犯
人
で
あ
る
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こ
と
を
示
し
て
い
た
た
め
、
逮
捕
さ
れ
死
刑
宣
告
を
受
け
る
。
事
件
が
解

決
し
た
と
思
わ
れ
、
探
偵
役
の
友
人
に
届
け
ら
れ
た
ワ
イ
ン
の
大
箱
を
囲

ん
で
の
祝
宴
が
催
さ
れ
る
。
友
人
が
そ
の
箱
を
開
け
た
途
端
、
腐
乱
し
た

被
害
者
の
死
体
が
起
き
上
が
っ
て
、「
お
前
が
犯
人
だ
」
と
指
摘
し
、
そ

の
シ
ョ
ッ
ク
で
犯
人
は
自
白
し
た
後
、
唐
突
に
死
ぬ
。
実
は
、
語
り
手

「
ぼ
く
」
が
バ
ネ
を
仕
込
ん
だ
ワ
イ
ン
箱
に
死
体
を
入
れ
、
腹
話
術
を

使
っ
た
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
怪
奇
趣
味
に
満
ち
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
ミ
ス
テ
リ
と
し
て
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
で

あ
る
が
、
ポ
ー
の
ミ
ス
テ
リ
の
な
か
で
も
、
最
も
重
要
な
作
品
と
言
っ
て

も
い
い
。

　

被
害
者
の
友
人
が
探
偵
の
ふ
り
を
し
て
い
て
、
偽
の
手
が
か
り
で
被
害

者
の
甥
を
犯
人
に
仕
立
て
上
げ
る
の
だ
が
、
語
り
手
が
真
の
探
偵
と
し
て
、

最
後
に
犯
人
を
罠
に
陥
ら
せ
る
。〈
探
偵
＝
犯
人
〉
と
い
う
ト
リ
ッ
ク
の

原
型
を
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
中
立
的
な
語
り
手
で
あ
る
か
の
よ
う

に
読
者
に
思
わ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
す
べ
て
の
真
相
を
知
っ
て
い
た
探
偵

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
最
後
に
明
か
さ
れ
る
。
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

の
〈
語
り
手
＝
犯
人
〉
型
の
『
ア
ク
ロ
イ
ド
殺
し
』（The M

urder of 
Roger Ackroyd, 1926

）
に
先
駆
け
て
、
叙
述
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
た

ミ
ス
テ
リ
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

竹
内
康
浩

15
も
「
お
前
が
犯
人
だ
」
を
ポ
ー
の
ミ
ス
テ
リ
の
最
高
到
達

点
と
評
価
し
て
い
る
。
竹
内
は
、
語
り
手
は
、
探
偵
ど
こ
ろ
か
、
犯
人
を

事
故
死
に
見
せ
か
け
て
殺
し
た
真
の
犯
人
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
登

場
人
物
も
読
者
も
気
づ
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
未
解
決
殺
人
事
件
で
あ

り
、
語
り
手
に
よ
る
巧
妙
な
完
全
犯
罪
を
描
い
た
ポ
ー
の
最
後
の
ミ
ス
テ

リ
で
あ
っ
た
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
ミ
ス
テ
リ
に
比
べ
れ
ば
、「
盗
ま
れ
た
一
萬
圓
」
の
語
り
は
、

そ
れ
ほ
ど
ト
リ
ッ
キ
ー
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
品
内
の
特
定
の

〈
聞
き
手
＝
読
者
〉
の
反
応
を
意
識
し
、
挑
発
す
る
語
り
手
は
、『
不
連
続

殺
人
事
件
』
の
ほ
ぼ
連
載
ご
と
に
「
附
記
」
と
称
し
て
作
品
外
か
ら
犯
人

当
て
の
読
者
を
挑
発
す
る
安
吾
に
酷
似
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
十　

気
違
い
ぞ
ろ
い
」
の
章
の
「
附
記
」
に
お
い
て
は
、「
不
連
続
殺
人
事
件

と
い
う
題
名
が
色
々
問
題
と
な
り
、
要
す
る
に
不
連
続
と
い
う
の
だ
か
ら
、

事
件
ご
と
に
犯
人
が
違
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」、
あ
る
い
は
、「
殺
し
た
犯

人
が
次
々
に
殺
さ
れ
て
行
く
な
ん
て
、
イ
ヤ
な
ト
リ
ッ
ク
ね
」
な
ど
と
、

「
不
連
続
」
と
い
う
題
名
に
つ
い
て
の
可
能
な
解
釈
を
い
く
つ
か
提
示
し
、

そ
れ
を
否
定
し
て
い
く
と
い
う
書
き
方
で
、
あ
た
か
も
、
犯
人
複
数
説
に

は
否
定
的
で
あ
り
、
共
犯
説
を
隠
蔽
す
る
よ
う
な
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
が
重
要
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
題
名

か
ら
犯
人
を
推
定
す
る
な
ん
て
、
半
七
捕
物
帳
の
手
口
で
す
よ
。
カ
ン
グ

リ
警
部
は
探
偵
小
説
の
本
の
装
釘
の
図
案
か
ら
犯
人
を
推
定
す
る
達
人
で

し
た
か
ら
、
ま
こ
と
に
ど
う
も
、
明
治
維
新
以
後
は
、
と
て
も
真
犯
人
は

捕
ま
ら
な
い
」
と
、
そ
れ
を
否
認
す
る
安
吾
の
身
振
り
は
、
精
神
分
析
に
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お
い
て
、
患
者
が
分
析
医
の
指
摘
し
た
事
柄
を
否
認
す
る
身
振
り
に
似
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
過
剰
な
「
附
記
」
が
逆
に
何
か
を
隠
そ
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
読
者
に
思
わ
せ
て
し
ま
う

16
。

　

だ
が
、「
盗
ま
れ
た
一
萬
圓
」
の
語
り
手
に
は
、
そ
の
よ
う
な
精
神
分

析
の
対
象
に
な
る
よ
う
な
〈
無
意
識
＝
深
層
〉
は
な
い
。
確
か
に
、「
盗

ま
れ
た
一
萬
圓
」
の
語
り
手
と
安
吾
は
酷
似
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

違
い
も
大
き
い
。
そ
こ
が
、
安
吾
の
戦
前
の
フ
ァ
ル
ス
と
戦
後
の
本
格
ミ

ス
テ
リ
を
分
か
つ
分
水
嶺
と
も
な
っ
て
い
る
。

八
　
お
わ
り
に
─
─
フ
ァ
ル
ス
か
ら
本
格
ミ
ス
テ
リ
へ

　

安
吾
は
、
ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
を
「
ひ
ど
く
ロ
ヂ
カ
ル
に
こ
ね
く
り

0

0

0

0

廻
さ
れ
た
言
葉
の
あ
や

0

0

に
由
つ
て
、
異
体
の
知
れ
な
い
混
沌
を
捏
ね
出
さ

う
と
す
る
」（「FARCE

に
就
て
」）
と
評
し
た
。
単
な
る
「
馬
鹿
バ
ナ

シ
」（「
二
十
七
歳
」）
に
は
回
収
で
き
な
い
ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
は
、

ポ
ー
の
〈
ロ
ヂ
カ
ル
〉
な
ミ
ス
テ
リ
と
も
通
底
し
て
い
る
。
別
言
す
れ
ば
、

フ
ァ
ル
ス
作
品
の
「
異
体
の
知
れ
な
い
混
沌
」
は
、
ミ
ス
テ
リ
に
お
け
る

（
深
層
を
欠
い
た
）
謎
に
相
当
す
る
。
探
偵
は
そ
の
謎
を
犯
人
の
分
身
と

な
っ
て
解
決
す
る
。
安
吾
が
、
ポ
ー
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
に
見
出
し
た
〈
ロ

ヂ
カ
ル
〉
な
も
の
と
は
、
安
吾
自
身
は
明
確
に
言
語
化
し
な
か
っ
た
が
、

言
葉
（
意
味
）
の
表
層
性
や
分
身
・
二
重
性
の
原
理
と
い
っ
た
も
の
を
指

す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
こ
う
し
た
安
吾
の
戦
前
の
フ
ァ
ル
ス
作
品
が
戦
後
の
ミ
ス
テ

リ
と
ど
の
よ
う
に
接
続
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
断
絶
が
あ
る
の
か
に
つ
い

て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
「
歴
史
探
偵
方
法
論
」（『
新
潮
』
一
九
五
一
年
一
〇
月
）
の
な
か
で
安

吾
は
、「
歴
史
を
タ
ン
テ
イ
す
る
場
合
も
同
じ
こ
と
で
、
史
実
を
隠
す
た

め
に
偽
装
を
施
さ
れ
た
も
の
が
記
紀
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
が
先
立
つ
こ

と
は
有
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
記
紀
を
読
み
、
ま
た
他
の

史
料
を
読
む
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
証
拠
が
現
れ
て
き
て
、
そ
う
か
、
さ
て
は

こ
の
事
実
を
隠
す
た
め
に
記
紀
は
こ
ん
な
風
に
偽
装
し
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
現
れ
て
く
る
」
と
述
べ
る
。
こ
の
探
偵
方
法
は
、『
不
連
続
殺
人

事
件
』
の
犯
行
を
隠
そ
う
と
す
る
犯
人
の
「
心
理
の
足
跡
」
を
推
理
し
た

巨
勢
博
士
の
推
理
法
（
及
び
「
附
記
」
に
お
け
る
安
吾
の
読
者
へ
の
挑

発
）
と
同
型
で
あ
る
。
真
実
は
、〈
デ
モ
ク
リ
ス
ト
の
井
戸
〉
に
あ
っ
た

わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
は
、『
不
連
続
殺
人
事
件
』
は
、
フ
ァ
ル
ス
的
で

は
な
い
。「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
の
よ
う
に
、
も
っ
と
巧
妙
に
騙
す
に
は
、

何
も
隠
さ
ず
に
何
か
を
隠
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
い
込
ま
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
の
〈
カ
ラ
ク
リ
〉
に
連
な
る
戦
後
の
フ
ァ
ル
ス
的
ミ
ス
テ
リ
は
、

「
ア
ン
ゴ
ウ
」（『
サ
ロ
ン
別
冊
』
一
九
四
八
年
五
月
）
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
17
。
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戦
後
、
復
員
し
た
矢
島
は
、
古
本
屋
で
戦
死
し
た
親
友
の
「
神
尾
蔵

書
」
と
印
の
あ
る
本
を
発
見
す
る
。
そ
の
本
に
挿
ん
で
あ
っ
た
、
女
手
と

思
わ
れ
る
用
箋
の
数
字
の
暗
号
を
、「
い
つ
も
の
処
に
い
ま
す
七
月
五
日

午
後
三
時
」
と
解
読
し
、
差
出
人
を
妻
の
タ
カ
子
と
推
理
す
る
。
そ
し
て
、

自
分
の
出
征
中
に
タ
カ
子
と
神
尾
が
姦
通
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

い
出
す
。
い
つ
も
左
側
に
寝
て
い
た
妻
が
、
右
側
に
眠
る
と
き
も
あ
っ
た
。

神
尾
は
左
利
き
で
あ
っ
た
。
疎
開
先
の
神
尾
未
亡
人
に
面
会
し
、
矢
島
所

蔵
の
同
名
の
本
を
発
見
す
る
。
二
人
の
仲
は
決
定
的
と
思
い
込
む
の
だ
が
、

例
の
本
は
矢
島
が
間
違
え
て
持
ち
帰
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
く
。

戦
災
で
二
人
の
子
供
、
秋
夫
と
和
子
を
見
殺
し
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

妻
（
自
ら
も
失
明
）
の
つ
ら
い
回
想
が
な
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
妻

を
疑
う
。

　

そ
の
後
、
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
矢
島
の
蔵
書
は
、
焼
け
跡
か
ら

盗
ま
れ
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
矢
島
の
旧
蔵
書
の
所
有
者
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
ほ
か
の
書
物
か
ら
も
多
く
の
紙
片
が
発
見
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
の
暗
号
文
は
、
亡
く
な
っ
た
二
人
の
子
供
が
取
り
交
わ
し
た
、
た
わ

い
も
な
い
秘
密
の
遊
び
の
手
紙
だ
っ
た
の
だ
。「
私
た
ち
は
、
い
ま
、
天

国
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
暗
号
は
、
現
に
そ
う
父
に
話
し
か
け
、
そ
し
て
父

を
あ
べ
こ
べ
に
慰
め
る
た
め
に
訪
れ
て
き
た
の
だ
」
と
矢
島
は
再
解
読
す

る
。「
戦
争
の
劫
火
を
く
ゞ
り
、
他
の
一
切
が
燃
え
失
せ
た
と
き
に
、
暗

号
の
み
が
遂
に
父
の
目
に
ふ
れ
た
と
い
う
こ
の
事
実
」
は
、
ま
さ
に
真
実

は
表
層
に
あ
る
こ
と
を
言
い
当
て
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
深
層

の
姦
通
の
物
語
は
、
表
層
の
親
子
の
物
語
に
回
帰
す
る
。

　
「
ア
ン
ゴ
ウ
」
は
、〈
デ
モ
ク
リ
ス
ト
の
井
戸
〉
に
囚
わ
れ
た
矢
島
の
推

理
と
そ
の
失
敗
を
通
し
て
、
戦
争
の
記
憶
か
ら
忘
却
さ
れ
た
子
供
た
ち
の

死
を
再
発
見
す
る
戦
後
文
学
で
も
あ
る
。

注
１	

八
木
敏
雄
「
消
え
な
ま
し
も
の
を
─
─
坂
口
安
吾
と
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
ー
」（『
ユ

リ
イ
カ
』
一
九
七
五
年
一
二
月
、
一
三
五
頁
）

２	

法
月
綸
太
郎
（「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
陥
穽
」（『
坂
口
安
吾
全
集
』
第
六
巻
月
報
三
、

一
九
九
八
年
、
筑
摩
書
房
／
の
ち
『
謎
解
き
が
終
っ
た
ら
─
─
法
月
綸
太
郎
ミ

ス
テ
リ
ー
論
集
』
二
〇
〇
二
年
、
講
談
社
文
庫
）

３	

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
探
偵
小
説
と
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
学
の
同
時
代
性
及
び
、

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
精
神
分
析
家
的
思
考
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
ロ
・

ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
『
神
話
・
寓
意
・
徴
候
』（
竹
山
博
英
訳
、
一
九
八
八
年
、
せ
り

か
書
房
）、
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
『
斜
め
か
ら
見
る
─
─
大
衆
文
化
を
通
し

て
ラ
カ
ン
理
論
へ
』（
鈴
木
晶
訳
、
一
九
九
五
年
、
青
土
社
）
参
照
。

４	
島
田
荘
司
「
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
論
」（『
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
宣
言
』
一
九
八
九
年
、

講
談
社
、
四
五
～
六
三
頁
）

５	

河
合
祥
一
郎
「
ポ
ー
の
用
語
」『【
合
本
版
】
ポ
ー
傑
作
選
２　

怪
奇
ミ
ス
テ

リ
ー
編　

モ
ル
グ
街
の
殺
人
』
二
〇
二
三
年
、
角
川
文
庫
、Kindle

版
五
五
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一
～
五
五
二
頁
）
参
照
。

６	「
霓
博
士
の
廃
頽
」（『
作
品
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
）
は
、
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ

る
。「
霓
博
士
の
邸
宅
に
於
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
於
て
モ
ル
グ
街
の
殺
人
事

件
が
再
演
さ
れ
て
ゐ
た
」
と
霓
博
士
を
痛
め
つ
け
る
ミ
ミ
夫
人
を
オ
ラ
ウ
ー
タ

ン
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

７	

野
口
啓
子
『
後
ろ
か
ら
読
む
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
─
─
反
動
と
カ
ラ
ク

リ
の
文
学
』（
二
〇
〇
七
年
、
彩
流
社
、
一
二
二
頁
）

８	

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
お
け
る
第
二
帝
政
期
の
パ
リ
」

（『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル　

他
五
篇
』
野
村
修
編
訳
、
一
九
九
四
年
、
岩
波
文
庫
、
一

九
〇
頁
）

９	

花
田
俊
典
「「
風
博
士
」
解
読
─
─
あ
る
い
は
蛸
博
士
の
奸
計
」（『
語
文
研
究
』

一
九
八
九
年
六
月
、
八
〇
頁
）

10	

廣
瀬
晋
也
「
風
博
士
の
仮
面
─
─
坂
口
安
吾
覚
書
」（『
敍
説
』
Ⅲ
、
一
九
九
一

年
一
月
、
一
一
四
～
一
一
九
頁
）

11	

本
海
晋
一
「
坂
口
安
吾
『
風
博
士
』
論
」（『
横
浜
国
大
国
語
研
究
』
一
九
九
八

年
三
月
、
二
〇
頁
）

12	「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
に
お
け
る
警
視
総
監
た
ち
と
同
等
な
知
力
の
犯
人
と
被
害
者

の
思
考
経
路
を
紳
士
探
偵
新
十
郎
が
ト
レ
ー
ス
し
て
解
決
す
る
ミ
ス
テ
リ
が
、

「
明
治
開
化
安
吾
捕
物　

そ
の
十
九　

乞
食
男
爵
」（『
小
説
新
潮
』
一
九
五
二
年
七
月
）

で
あ
る
。
あ
る
男
が
強
請
の
た
め
に
隠
し
て
お
い
た
元
恋
人
か
ら
の
手
紙
の
束

が
盗
ま
れ
る
。
犯
人
は
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
犯
人
の
住
む
寮
の
ど
こ
に
隠

し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
明
日
に
は
、
手
下
を
使
っ
て
寮
を
解
体
し
て

徹
底
的
に
捜
査
す
る
と
脅
し
を
か
け
る
。
夜
中
に
隠
し
場
所
を
変
え
る
だ
ろ
う

と
踏
ん
で
男
は
、
寮
の
周
囲
を
密
か
に
監
視
す
る
。
そ
こ
に
犯
人
の
共
犯
者
で

あ
る
女
中
が
連
れ
て
き
た
女
力
士
が
現
れ
、
庭
の
巨
石
を
動
か
す
。
男
の
知
性

に
合
わ
せ
た
犯
人
が
、
巨
石
の
下
に
手
紙
を
隠
そ
う
と
し
た
と
男
に
思
い
込
ま

せ
る
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
。
男
が
、
巨
石
の
横
か
ら
土
を
掘
り
始
め
る
と
そ
の
隙

を
狙
っ
て
犯
人
は
、
男
を
殺
害
す
る
。

13	

大
原
祐
治
「
解
説　

笑
劇
と
し
て
の
探
偵
小
説
」（『
新
潮
』
二
〇
二
三
年
一
月
、

一
七
二
頁
）

14	

こ
れ
と
全
く
同
じ
ト
リ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
明
治
開
化
安
吾
捕
物　

そ
の

十
三　

幻
の
塔
」（『
小
説
新
潮
』
一
九
五
一
年
一
二
月
）
で
あ
る
。
秘
匿
の
金

の
延
棒
は
、「
皆
さ
ん
が
一
番
よ
く
見
て
い
た
も
の
。
あ
ん
ま
り
ハ
ッ
キ
リ
見
え

す
ぎ
る
の
で
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
」
道
場
の
土
間
の
敷
石
に
使
わ
れ
て
い
た
。

15	

竹
内
康
浩
『
謎
と
き
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
─
─
知
ら
れ
ざ
る
未
解
決
殺

人
事
件
』（
二
〇
二
五
年
、
新
潮
社
）

16	

拙
稿
「
安
吾
と
『
荒
地
』
派
詩
人
た
ち
」（
坂
口
安
吾
論
集
Ⅱ
『
安
吾
か
ら
の
挑

戦
状
』
二
〇
〇
四
年
、
ゆ
ま
に
書
房
／
の
ち
『
日
本
探
偵
小
説
を
読
む
─
─
偏

光
と
挑
発
の
ミ
ス
テ
リ
史
』
二
〇
一
三
年
、
北
海
道
大
学
出
版
会
）
参
照
。

17	
武
田
信
明
「「
ア
ン
ゴ
ウ
」
解
読
の
た
め
の
エ
ス
キ
ー
ス
─
─
坂
口
安
吾
「
ア
ン

ゴ
ウ
」
論
」（
坂
口
安
吾
論
集
Ⅰ
『
越
境
す
る
安
吾
』
二
〇
〇
二
年
、
ゆ
ま
に
書

房
）
は
、〈
ア
ン
ゴ
ウ
・
安
吾
・
暗
号
・
暗
合
〉
や
登
場
人
物
の
名
前
に
潜
む
ア
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ナ
グ
ラ
ム
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
作
の
フ
ァ
ル
ス
的
性
格
に
通
じ
て

い
る
。

附
記

　

ポ
ー
作
品
の
引
用
は
、『
ポ
オ
全
集
』
全
四
巻
（
阿
部
知
二
他
訳
、
一

九
七
四
年
、
東
京
創
元
社
）
に
拠
っ
た
。

　

安
吾
作
品
の
引
用
は
、『
坂
口
安
吾
全
集
』
全
一
七
巻
（
一
九
九
八
～

二
〇
〇
〇
年
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
っ
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
二
五
年
九
月
二
七
日
に
関
西
学
院
大
学
上
ヶ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
坂
口
安
吾
研
究
会
・
第
四
五
回
研
究
集
会

（
特
集
「
坂
口
安
吾
と
ミ
ス
テ
リ
再
考
」）
で
の
発
表
原
稿
に
基
づ
い
て
い

る
。


